
第１２回 しんながた・くにづか
ローカル＆ワールドフェスティバル

くにづかリボーンプロジェクト

実施報告書

第８回 くにづかリボーンマルシェ



実施概要

■イベント概要

■コンセプト

■実施内容

国際色豊かで食等多くの文化が残る「新長田国道南地区・アスタ地域」の特徴を表現したイベントを実施し、広域的に販促を実施する事により、広域
エリアより当該地域に来街するきっかけを作り、街の恒常的な賑わいを継続させる事を目的に実施します。
当該イベントを実施する事によりエリア内各店舗が活発に議論・活動し、賑わいを恒常化させるための施策の検討、連携を実現させます。

国際交流・地域交流ある街づくりを目指し2013年に始動した「くにづかリボーンプロジェクト」が主催する重要な情報発信の場であり、地域の商業者、
商店街、地域コミュニティ団体や地元大学が協力し合い主体となって企画・開催する地元文化を活かしたイベントとなります。

また今回は2024年10月末の新長田キャンパスプラザ（県立総合衛生学院等）完工をもって事業完了する新長田駅南地区再開発事業の事業完了式典、新
長田キャンパスプラザ完成式典と合わせて、市・県・地域が連携したイベント「新長田みらいフェス」の一環として当イベントを開催します。

主 催 ： くにづかリボーンプロジェクト、アスタくにづか神戸市保留床テナント会

協 力 ： たかとりコミュニティセンター、神戸常盤大学、トラストパーク、NPO DANCE BOX、大正筋商店街、神戸市

場 所 ： アスタくにづか各番館、大正筋商店街、アスタくにづか駐車場

企画運営 ： （株）くにづか

日 時 ： 令和６年 １１月３０日（土） １１時～１６時

イベント名： 第１２回 しんながた・くにづかローカル＆ワールドフェスティバル
第８回 くにづかリボーンマルシェ

模擬店（地元・外国人国際コミュニティ、近隣料理店、企業）、世界の音楽ステージ、ファミリー子どもゾーン、文化・教育ゾーン、
駐車場利用促進、マルシェ（兵庫県産野菜等の販売）

■来場者数

北入口 ： ６，２８０人
南入口 ： ２，１９７人
合 計 ： ８，４７７人
【参考】第11回：8,520⼈、第10回：7,408⼈



実施内容②

■ブース出店者一覧と実績



現地写真①



総括

【総括】
今回のしんながた・くにづかローカル＆ワールドフェスティバルは新⻑⽥キャンパスプラザ（県⽴総合衛⽣学院等）完⼯をもって事業
完了する新⻑⽥駅南地区再開発事業の事業完了式典、新⻑⽥キャンパスプラザ完成式典と合わせて、市・県・地域が連携したイベント
「新⻑⽥みらいフェス」の⼀環として当イベントを開催しました。

新⻑⽥駅南エリア全体で様々なイベントが⾏われ、兵庫県や神⼾市の広報もあり街には多くの⼈が広域から来られていたようです。
当イベントにおきましては、今回も多くの店舗、団体の⽅々にご出店いただき、様々なご協⼒のもと事故なく開催が出来ました。
今回は特に兵庫県、神⼾市と連携したイベントということで、こども向けのブースを集めたプレイエリアに県、市の団体ブースを多く
誘致し、⼤阪万博のワークショップや震災について学ぶワークショップなど今までになかったコンテンツを展開することが出来ました。
こちらでは多くの親⼦連れの⽅々が楽しそうに体験している姿を⾒ることができ、連携という⾯で⾮常に良かったと思います。

全体の印象としては、従来本イベントは10⽉末に開催しており、今回が11⽉末の開催と⾔うことで今までよりも気温が低いという⾯で
出店者の売上にも多少影響が出たように思います。
また来場者数の総数については前回とほぼ変わらずの数字ですが、前回はお昼前後にピークを迎え、お昼以降は来場者数も下降してい
ましたが、今回は常に多くの⼈が来場いただいているという状況で、街全体で様々なイベントをしていることで来街者の⽅々が街を回
遊していることが影響していると思います。

多くの⼈に新⻑⽥のことを知っていただくということで「新⻑⽥みらいフェス」は⾮常に有意義なイベントであったと思い、またその
⼀端として当イベントが携われ、多くの⼈に楽しんでいただけたことを嬉しく思います。

企画・運営 株式会社くにづか


